
（別紙３）

～ 2026年　1月　4日

（対象者数） 30 （回答者数） 18

～ 2026年　1月　4日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個別にとらわれず児童にとって必要な支援を第一に柔軟な支
援の形を模索する

2

事業所間同士の情報共有などで更なるスキルアップを図って
いく

3

保育士による生活面の聞き取りを強化しより児童を理解し身
近な支援を実施できるようにする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

個別ではなくグループ支援など提供できる支援の幅を増やし
よりメリットが提供できるようにする

2

3

個別性を重視し一人一人に必要な支援を実施している 個別での対応・環境を作り一人一人が十分な療育を受けられる
ようにしている

作業療法士が多く在中し他に無い専門性を提供している 採用において有資格者のみの基準を設け専門性の担保に努めて
いる

保護者とのコミュニケーションをとれる場が多く悩みに寄り添
いタイムリーなフォローができる

来所時の聞き取り、終了時のフィードバックを毎回行うことで
会話の機会を増やし親御さんからも話しやすい環境を作るよう

に努力している

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

個別性を重視しているためスタッフの休みなどで利用を断った
り別日にj振り替えていいただくことがある

個別対応を主としていることで柔軟な支援ができない

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　1月　26日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスgreenroom

○保護者評価実施期間 2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


